


野島の多い豊かな臼怒勅 ま、人間の暮らとを豊かににます。     膨

業箱をかけろことで、野島の子台マを身近に観察できます。 こうにたa然 との,3、スあい

lt(じ を和ませてく次ろでにょう。シジュウカラがこの業箱を利用 tマ 猛手に●
すが業立

っことのできろ素城は、みなさん1こ とっても住みやすい場所だと思われます。

この巣箱をシジュウカラが利用にてくれろことを頼っております。
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■シジュウカラの果

巣は、大量の苔を用いて椀形 (外径 10～ 15 cm、 内径 7 cm、 深さ4 cm)に作り、産座|ヨよ、

獣毛や人毛、鳥の羽毛、綿などを敷きます。4～ 7月 頃に、白地に灰鼠色と赤褐色の微細な小

斑点模様の卵を4～ 13個くらい産卵します。繁殖は年 1～ 2回です。

■巣箱のかけ方

後板の添え木の穴に針金を通し、木の幹や杭に縛り付けます。生きている木の幹に取り付けるときは、

針金が食い込まないように、板切れや細い枝を挟んで針金を締め付けます。

■巣箱をかけろ場所

安全な場所にかけます。一番危険なのは人間、特に子ども達です。巣箱の中をむやみに覗いたり、

いたずらの出来る場所は避けましょう。

巣箱は風通しの良い、前の開けた枝のない幹に直接かけます。枝の茂つた場所にはかけないでくだ

さい。近くに枝があると、ヘビやカラスが巣を襲いやすくなつてしまいます。

適当な木がないときは、杭を立ててそこに付ける方法もあります。建物の羽目板に取り付けても良い

でしょう。巣箱を横枝に乗せたり、固定したときに入回が上向きになるのは良くありません。

巣箱の高さは、概ね2メートルのところに取り付けましょう。

■巣箱の出入 り働の方向

雨が降り込みにくい方向にします。一般的には、3～ 7月の繁殖期の風向きを考えると、北東の

向きにして入口をやや下向きに付けると良いでしょう。(西日が射し込まないようにするのもポイントです。)

■業の材料

巣の材料は鳥たちが運ぴますから、巣箱の中に入れてはいけません。巣箱の中は何も入れず、空

にしておきます。



■巣箱のオ予除

同じ巣箱で繁殖させるには、年に1回は必ず掃除をしてください。巣箱内の寄生虫の発生を防ぎ、

取り付けた木を傷めないために、毎年 11～ 12月頃に巣箱を外して、中の材料を全て捨て、壊れ

た部分を修理してかけ直してください。9～ 10月 などにあまり早くかけ直すと、ハチやクモ、ムカデなど

の越冬場所になつて巣箱の中が汚れてしまいます。

■イの1との注意事項                         '
野鳥を庭に呼′Stために餌台を設け、給餌している方をよく見かけます。シジュウカラはヒマワリやカポ

チャ、スイカの種子、クルミやピーナッツ、牛や豚の脂身などが好物です。

冬の割の少ない時期に餌を与えることは、栄養を補給して凍死や衰弱を防ぎ、繁殖率を高めますが、

あまり過剰に与えすぎると、野鳥が人工割に頼りすぎる可能性がありますので、割を与えるのは冬のみ

にし、毎日一定の控えめな量にした方が良いでしょう。

シジュウカラは保護鳥です。捕まえたり、飼つたりしてはしHすません。3～ 7月の繁殖期にはそつと見

守りましょう。

また、シジュウカラに限らず、巣立つた1ぎかりのヒナは頼りなく、保護してやりたくなりますが、手を出さ

ずに遠くから見守つてください。親鳥がど
.こ

かで見ていて、安全な場所へ誘導していくはずです。

以上のような点に留 にマ巣箱をかけてください。

シジュウカラtき っと気に入ってくスろでにょう。
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屋根の取 t,外し方

釘が抜けるようになつています。

釘を抜くと屋根がはずれます。

屋根を外すと、

中に取付用の緑色のワイヤーが入つています。

巣箱の背中にある穴に通してご使用ください。
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木などに取り付ける例

後ろ

屋根を再び取り付ける時は前後に注意してください。


